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〔表記に ついて〕 

• ルビ は 「(ルビ)」 の 形式で 処理した。 

參 二倍の 踊り字 (くの 字形の 繰り返し 記号) は 「く」 

「\,、 \」 で 代用した。 

• JIS 外字 は 「※し で 代用し、 末尾に グラフィック 

を 置いて 字形 を 示した。 

參 〔#〕 は、 入力 者 注 を 示す。 
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長長 秋 夜 



魔女 

きの ふ は 嵐け ふ は 晴天 (抒情詩 劇) 

託児所 をつ くれ 

諷刺 大学生 



紙幣 



紙幣よ、 

貴様の ために この 私の 詩人が 



夫人 は 狐の 硝子 製の 一 見 生きた やうに 

見える 死んで ゐる眼 を 怖れなかった、 

だが 狐 は 夫人の 胸元 を 

爪 を も つて 蹴り あげながら 

うらめしい 

うらめしい 

鉄砲が うらめしい、 

獵師 〔# 「漁師」 に 「旧 帝制 時代の 廷臣。 官僚」 の 注 

釈 つき〕 は 妻の 毛皮の 襟 巻の ために 

イノ シシの 図案の ついた 札 を 数へ て 渡した、 

一 匹の 生きた 豚が 



貞操 を 売った 後 を * 〔# 「*」 は 伏せ字〕 ふの だ 

一 枚の イノ シシは 優に 十 人の 

娘 の 貞操 を 買 ふ ことができる、 

一 枚の イノ シシは 優に 一 人の 

人間 を 醜悪 化した リ 罪人 化した リ、 

君が 若し 無智 で 貪慾な 夫婦の 家の 

天窓から 一 枚の 百 円 札 を投リ こみ 

ぢ つと 物影から 観察して み 給へ、 

老婆 は 一 枚の 札 を 手に して 

部屋 中 を龃け 廻る だら う、 

枕の 下に 紙幣 を 敷いて 寝た かと 思 ふと 



むつく りと 飛び起きる、 

首と 一 緒に 札 を 盗まれる、 

彼 〔# 「彼」 に 「ママ」 の 注記〕 は 強盗が 怖い の だ、 

天井裏へ 入れて みたり 出して みたり、 

茶筒に 入れれば 知 耳に み つかり、 

針箱に 入れれば 嫁に みっかる、 

チヤ ブ 台の 裏側へ 

糊で 貼リ つければ はがれ なくなり 

水 張り すれば 乾いて をち る、 

いっそ 天井に 張って 

その 下へ 寝床 を 敷いて 仰向いて 寝ずの番 



札 も 身のう ちに なれば 眠る だら う、 

夜中に お婆さん は 夢うつつ に 

力 ヮャに 入って ハツと 思った、 

II さあ、 大変 じ や、 

皆ん なきて くれや 札 を 落した、 

夜が あけたら 

早う、 おわい 屋を 呼んで こい 

金銭に 就いての 醜悪 さは 

まあ、 ざっと かいても こんな もの 

突つ こんで 描写して ゐ たら、 

謹厳な 読者に 顔 を そむかせよう、 
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サインの 五彩の 色 も 輝き を 増す ころ 

ぬ 銀行の どよめきと 

デリアの 明るさに 

は 何事が 起った かと 

前に 集って くる、 

た 五. 一 五の 二の舞で も 始まつ たんです か、 

産 党の 銀行 ギャング でも 

さう でもない らしい 

員 集まれ、 

い 声が すると 銀行員 達 は 

ろと 列 をつ くつ て 奥から 出て くる、 



新しい ガマ 口 を もって ゐ た- 

待合の 女 は 灰と 塩と を まぜ あはした もの を 

玄関の 敷石の 上に 三角形に 積み あげて、 

神棚から 火う ち 石 を も つ てきて、 

—— 力 チン、 力 チン 

今日 こそ、 妾の 旦ック 現れよ 

と 許りに 火う ち 石 を 情熱 を も つ てうつ、 

線香花火の やうな 火 を 出しながら 

札 を 焼いた 縁起 灰の 

千客万来に 信頼し 

敬虔な 態度で 祈り 



彼女 は 招き猫の やうな 奇怪な 手つき をす る、 

灰 を 売った 男 は 間もなく 

新しい 伴 天 を どこかに やって しま ふ、 

もとの 木 阿弥と なって 

材料 を 仕入れに 再び 銀行の 

ゴ ミ 箱の 中に やって きたが、 

ついに 頭から 灰 は 降って こなかった 

重役 は その 頃 おごそかに 爺に 言 つ た 、 

II 灰 は 銀行の 外に 出して はいかん 

どうも 近頃 灰 を 売る ものが あるん ぢゃ、 

一 切 は 旦那 さまの もので ぁリ、 



せっせと 走り 廻ったり、 聴き 廻ったり して、 

世の中の だんだん 変って ゆく の を 

知る こと は 私の 楽しみ だ。 

2 

旦那の 歌 はもう 聴き あきた、 

汚ら はしい 金 持の 拍手と 

無理 をし 算段 をして 入場料 を 払 ひ 

旦那の 芸術 を 聴きに くる 人々 の 

割れる やうな 拍手が、 ホ ー ルに 響く の も 毎度の こと だ 



だが 大きな 働いて ゐる 手の 持主 

労働者の 拍手 を つ ぃぞ 聞いた こと もない、 

なにせ 入場料が、 二 円、 四 円、 六 円で はね、 

3 

かう 見えても、 わし は 蚤の 仲間の コン ミニ ストな の だ 

よ、 

だから 御主 人 シャリ ァピ ン の 批判 も できる のさ、 

まあ 笑 はないで 下さい。 

蚤の コ ン ミニ スト 



桟敷から 誰か、 V ロシア語で 吐 〔# 「吐」 に 「ママ」 の 

注記〕 鳴った、 

「メ フィス トの 蚤の 歌 を 謳って 下さい」 

すると シャリ ァピ ンは 舞台から 

「いま、 音楽会が 始まった ばかり 

そんなに あわてな さ いますな —— 」 

と 愛嬌 を 振りまい て 又々 拍手 拍手であった。 

4 

御主人 はちと 認識不足 だよ、 



あわてな さいます なと 言った ところで 

日本人と いふ 国民性 は 

世界の 中で も 最も 

あわてる 人種 だとい ふこと を 御存知な いの だ、 

ャ ポンス キイ (日本人) は 感情的な 人間が 多い が、 

深い 感情で はない、 

いつも 「追 ひ つめられた 決意」 で 動く 国民 だ、 

そして おそろしく 単純 だ、 

ソビ H ット即 スタ— リン 

—— 文学 即ゴ— リ キイ 

プ 1 シ キン 即ォ ネ— ギ ン 



—— シャ リア ピ ン 即 蚤の 歌 さ、 

物事 を 端し 折って 

理解す る ことに かけて は 天才 さ、 

「其 他の 条件」 とい ふこと を 

無視す る 才能に 恵まれて ゐる。 

5 

わしの 旦那 シャ リア ピン は 

なるほど 声楽 王に ちが ひない 

第 一 に 声量の 大きな 点 



う、 

6 

可哀 さう に 旦那 も 歌 ひました よ、 

クロ チキンの 詩ダ ルゴ ミ ジス キ ー の 曲 

劇詩 「老いた る 伍長」 を 旦那 は 感慨ぶ かさう に 歌った、 

旦那の いつもの 癖、 ピアノの 蓋 を 手で さすった リ、 

撫でたり、 指で 拍子 をと つたり して 

大きな 胴体の 中の 風の 袋 を 

全く 良い 音に しぼりあげて 出した。 



足 を 揃へ、 オイ 銃 を 下すな 

俺 は パイプ を もって ゐる 

最後の 別れ だ、 

送って くれ 

俺 は 君 等の 親父 だよ、 

頭 も 此の 通リ 白髪 だよ、 

これが 軍隊の 生活 だ、 

足 を 揃へ て I ォ イチ、 二、 

気をつけ、 右へ ならへ 

ォ イチ、 二、 ォ イチ、 二、 

(劇詩 「老いた る 伍長」 の 歌詞から) 



7 

頑固な 見本が も 一 つ ある 

それ はソビ H ットの 生理学 者 六十 余 歳の 

パブロフ 教授 だ、 

一 九 一 五 年の 或る 朝 

助手が 二十 分 程 遅刻して 研究室に やって きた、 

彼の 顔 はまつ 青で、 心 も 落着いて ゐ ない、 

「なぜ 遅れて きたの か」 

すると 若い 研究生 は 答へ た。 



「先生、 街 は、 革命の 市街戦でした、 

やっと こ、 まで 弾丸の 下 をく ぐって I」 

すると 教授 は 不機嫌な 顔 をした 

「革命 は 革命 だ、 研究 は、 研究 だ、 

なんの 関係 もない、 遅刻す る こと はよ ろしくない、 

さあす ぐ 研究に か、 り 給へ I」 

8 

多くの 学者 達が、 革命 勃発と いっしょに、 国外に 走つ 

た 



どうしても 帰国し ない、 

これ はいかなる 頑固の 性質に、 加へ てい、 だら うか、 

パブロフ 教授 は、 その 貴重な 研究の 成果 を 

新しい コン ミニ スト、 科学者へ 伝へ てゐ る、 

9 

シャ リア ピ ンは 世界の ブル ジ ョ ァ 芸術家 や 聴衆 を 

その 声量の 大きさで 驚ろ かすば かり 

各国の 中流 上流の 生活 者の 

客間に 話題 をの こして 



転々 として 歌 ひ 去って ゆく、 

シャ リア ピン はしき りに 叫ぶ、 

声 は 私の 芸術 そのもの ではない I、 

魂の 奥に ある もの を 表現す る 手段です I、 

私の 芸術 は 声で はない I、 声で はない I と、 

シャ リア ピンの 声 は 

演奏 室の 中の 声と いふよりも、 

これ は 吹き さらしの 共同農場の 

穀物 置 場で 

若い ロシアの 青年 を 前にして 歌ったら 

どんなに 彼に ぴったり する だら う。 



o 

スト ラウ インス キイ は 

演奏 室 を 最悪の 敵と した 

これ は 聴衆の 想像力の 働き を 

制限す る 憎むべき もの だ、 

演奏 室 は 音楽 を、 或る 種の 鎮静剤と して 

一 般 民衆の 間に 虚偽 を 創造す る 

と 彼 ははげ しく 演奏 室に 反逆して ゐる。 

資本主義 国の 演奏 室で は 



曲目 選定の 自由 は 制限され てゐ る、 

歌 ふことの 出来る もの は 

自己 階級に 忠実な 歌ば かり、 反逆 的な もの は ゆるさな 

ヽ 、 

入場料 金に 依る 聴衆の 階級 層 は 制限され る、 

あ、、 なんて 料金の 高さで 

無産者 を 木戸 口から 

追 ひ 帰へ して ゐる だら う、 

li 



ゴリ キイに 就いて 話 をす る こと は 

政治の こと を 語らなければ ならなくなる からと 

ゴリ キイの こと をシャ リア ピン は 語らない、 

「私 は 一生 をた ゾ、 ミュ ー ズの 神に 捧げて ゐ るので す 

から I」 

シャ リア ピン は、 人間 を 語る こと は 

政治 を 語る こと だとい ふこと を 知って ゐ るの だ、 

ゴリ キイ を 語る こと はソビ H ットを 語る ことになる、 

さて シャリ ァピ ンを 語る こと は、 何 を 語る ことになる 

だら う。 

ゴリ キイ は 明瞭 だ、 



シャ リア ピン は どんな 政治的 

背景 を も つ てゐる だら う。 

2 

11 

彼、 彼 は、 亡命者 だ、 

祖国がない、 純 「スラブ」 的な 声 

これ こそ 唯一 の 彼に とって!^ しい もの だ、 

老いが、 愛しい 声 を すりへらして ゆく、 

ブル ジョァ 国の 政治的 庇護 も 

彼の 肉体の 衰へは 支へ る ことができない、 



音声の 力学的 効果 を 

とらへ る ことに 就いての 天才 だ、 

ぁゝ、 だが 歌 ふ 彼の 肉体の 

生理的な 組織 は頹廃 期に 這 入って ゐ るの だ、 

この こと だけ は、 この 歌 ひ 手の 肉体の 

個々 の 細胞に 関する こと 柄 だ、 

彼の 肉体で はい ま 

生きる 細胞と I 

死す る 細胞と I の 激しい 葛藤に 速度 を 加へ てゐる 

3 

- 1 - 



シャ リア ピン は 己れ の 滅びる 細胞 を 

意志に 還元して 

それ を 伝へ る 対象 を も つて ゐな い、 

ゴルキ ー の 滅びる 細胞 は、 

バ ブロフ の 滅びる 細胞 は 

ソビ H ットの 若い 世代の 

若い 人々 へ 伝達され る 

そこで は 不滅の 細胞と 化す、 



カス タル ス キイ は 

農民の ための 新しい 音楽の 創設に 一 生 を 捧げて 

七十 歳の 高齢で、 若い コン ソモ— ルの 群に、 

とりかこまれて 死んで ゐる、 

シ ヨス タコ— ウイ ツチ (一九 〇 六 年生) は 

十五 歳で 作曲 を 発表し 批評家 を 驚ろ かした、 

十八の 時シ イン ホ ニイ を 書き 

二 五 歳 を 出で ずに 新しい 祖国の イデ ォロギ ー を 立派に 

作曲した 

「静かなる ドン」 の 編曲 者 



ゲ オル ギィ. リ ムス キイ、 コ ルサコフ はどうして ゐる 

だら う、 

コ ー ヴリ は、 ロバ チェ— フは、 クラ ァセフ は、 

兵士の ための 合唱曲 や マ ー チの 作り手 は 

都会 の 労働者と 農民 のた めの 

これらの 作曲者 はどうして ゐる だら う、 

作曲者 は、 歌 ひ 手 は、 ロシアに は 

雲 の やう に 沢山 ゐる の だ 、 

これらの 人々 は 現実的な 愛国者 だ、 

だが 祖国 を 失った シャ リア ピン は 

追想 的な 愛国者 だ。 



5 

1- 

芸術の 純潔 性 を 

守らなければ ならない ために 

ソビヱ ットを 去った シャ リア ピンの、 人間的 弱さ を、 

それ は 言 ひ か へれば 彼の 芸術 は 脆かった こと だ、 

芸術の 純潔と いひ、 強さと いふの は、 

新しい 試練に 堪へ 得る もの だ、 

大きな 孤独よ、 

祖国 を 去った 瞬間、 シャ リア ピン は 



集団 的な 政治的な 協力者 を 失 つ た、 

彼 は ブル ジ ョ ァ 国の 中で 

全く 個人主義 的な 力で 

自己の 芸術 を 固守して いかなければ ならない 立場に な 

つた、 

大きな 寂寥よ、 

6 

東京 駅頭で、 ゥラ— の 声に 彼は迎 へられた、 

帝政 時代の 三色旗 を 手に した 



白 系 露 人の 群に、 

この 三色旗 はいまで は 玩具に 属して ゐて 

現実に はそんな 旗の 国 は 

と つくに 滅びて しま つて ゐ るのに、 

こ、 にも 馬鹿 気き つた 頑固の 夢 を 

抱いて ゐる 人々 がそれ をし きりに 振って ゐる 

7 

表面的な 日本人の 顔色の 黄色 さと 

カラ コ 口と 鳴る 下駄の 音と 



技術で はない、 声の 高さで はない 

わたしの 心 を、 心 を I 

と 一 方で はシャ リア ピン は 叫んで ゐる 

8 

富士山の 山 姿の 

現象 的な な だ ら かさの やう に I、 

日本の 楽壇 も 現象 的 に はな ごや かなもの だ、 

だが こ、 の ジャンル でも 

詩 や、 劇 や、 小説の ジャンルと 等しく 



ぢ やんちゃん ちゅうや 

長長 秋 夜 



-ぢ やん、 ぢ やん、 ちゅう、 や は 朝鮮語 



で 長い 長い 秋の 夜と いふ 意味。 

朝鮮よ、 泣くな、 

老婆よ 泣くな、 

チヨ ニョ 

処女よ 泣くな、 



洗濯 台 をう つ 棒 も 重い 

い くら 追 つ て も 朝鮮 烏 奴 は 逃げな い 

虫 は 泣き やまない 

なにも かに もみん なして 

この 老婆 を 馬鹿にし くさる 

たのしい 朝鮮 は 何処へ 行った、 

古い 朝鮮 は どこへ 行った、 

神 さま や、 天が、 

朝鮮 を 押へ つけて 御座らつ しゃる のか。 

そして 老 〔# 「老」 に 「ママ」 の 注記〕 寄 も 若い もの 

ち 



晒した 朝鮮 服 も 

若い もの は 着たがら ない 

麦藁帽子 を かぶったり 

洋服 をき たり、 ポマ ー ドを つけたり 

そして 老婆 達にまで 

昨日、 面長 さまから 呼び出し があった 

面 事務所に ぞくぞくと 村の 衆 は 

集って きた、 

高い ところから 

面長 は 村の 衆に 吐 〔# 「吐」 に 「ママ」 の 注記〕 鳴る、 

—— 世の中 は、 日進月歩 ぢゃ、 



卜 クタ ラ卜ク タラの 

洗濯 婆あ ども は 

パ ンチ ヂリを やめて 

明日から 緦 をな へ 

卜ク タラ、 卜ク タラと 

けしからん 奴ぢぁ —— 、 

面長 はぶる ると 体 を ふるはせて 吐 〔# 「吐」 に 「ママ」 

の 注記〕 鳴る、 

若い もの は 去って ゆく 

ただ 老人た ち は 何時までも その 場 を 去らない、 

老人た ち は鷺の やうに 体 を折リ まげ 



神 さまから のお 授リ 物の 白衣 を 

どうして 脱がれ ませう、 

哀号 II 、 天帝よ、 先祖よ、 

面長 奴が、 わしから 白 服 をう ばって 

カラスの やうな 黒い 服 

着ろ とぬ かす、 面長の 罰 あたり 奴、 

わし は嫌ぢ や、 

白い 服 は 死んでも 殺されても 脱がぬ わ 

哀号 —— 、 哀号 —— 、 哀号 —— 、 

老婆 は 消えい らんば かりの かなしみと 

驚愕と にわな わなして ゐる 



II くそ 婆 奴 

貴様の 着物 を 

これ この 通り 汚して やらう、 

ろくでなしの 

トク タラ 婆 奴 

どうしても ゥヌ 等が 

その 服 を 脱がう とい はぬなら、 

わしら は 染屋の 

役 を かって 出る わい、 

逃げ まど ふ 老婆 は 男 達の 

足で 蹴られたり 



手で うたれ たり、 

男た ちは大 はしゃぎで 

犬が 老いた 鶏 を 追 つかけ 廻す やうに、 

手に 手に 墨汁 を たっぷり つけた 

筆 を ふりあげて 

肩から 斜めに 

墨 を も つて 老婆の 白衣に きりか 、 る 

II 誰ぢ や、 

そんな 無道な こと をす るの は 

としより を 虐めて 

ろくな こと は 無い ぞぇ 



海 羅義丘 ( ) 

千 敬太郎 (青年) 

天 羅多吉 (独立 画家) 

富士 光雄 (渕 〔# 「渕」 に 

マリア ( ) 

悪魔 ( ) 

魔女 ( ) 

姉 ( ) 



序 詩 

すべての 女の 読者 諸君よ 

いま は 時代の 過渡期です、 

若し あなたに 

恋愛に 就いての 

真 〔# 「真」 に 「ママ」 の 注記〕 ねんがなかったら、 

恋する こと はお 控 へなさい 

でなければ 貴女の 

教養と 財産に とって 

この 上 もな く 危険が や つ てきます 



1 

『泣ける か、 お前 はこの 世の 

ささいな 出来事に 就いても、』 

『喜べる か、 お前 は 退屈な 人生に も、』 

『笑へ るか、 お前の 運命に、 虚無的で なく』 

悪魔の 散歩 は籐の ステッキで 

こっこつ コ ンクリ J ^の 

東京の 三月の 夜の 街 を あるいて ゐる、 

眩き は、 泣ける か、 喜べる か、 笑へ るかの 



なぜ 街 中の 商店と いふ 商店 は 

板戸 や 鎧 戸をガ ラガラ 下ろして しま はない の だら う 

二 

街 は ネオンサインが 

美しく ともり 

ネオン 管の 青と 赤との 

接 ぞく 点が 一 層 美しく 

異様に 光り か、 V やく 

名る J る つと 名る レて 



街の 夕方の 空間 や 時間 を 

水底 を あるいて ゆく しづけ さで あるいて ゐる 

悪魔 は 若い 美貌 を もって ゐる、 

そして 彼 はたち どまり 突然、 

舗道の 一 個所に 小さな 黒い 穴 

をみ つける と 

穴に ス テツ キを さし- ^ ん で 

グイと ステッキ を こね あげる 

すると 勿 心ち そ， j にポ カリと 

ガイ コッが 口 を あけた やうな 

深い 黒い 穴が あいて、 下水 用の 



フ、 ホッホ チヱ 〔# 「ヱ」 は 小文字〕 

(すべての 仕事の 後で 

散歩の 歩 をと y ろかせ、 

笑 ひ を そ、 げ 

石が ハツ ハと 

爆笑す る やうに) 

日本の マリアよ、 

悪魔の 愛する 妻よ、 

お前 は 愛情の 天女 だ、 

お前 はい ま 病 ひの 床に ねて ゐる、 

そしてお 前の 夫の 悪魔 はぶら ぶ ら 歩 る き 



地の 荒 くれた 精神 を 

搔 きいだ くお 前 海の 慈愛よ、 

そして 地と 海と は 

しばらくの 間 は なだらかに 

愛の 接触の を だ やかな さ、 V なみ をた てて ゐた、 

家庭 はたの しく 平穏で 

はげしい ものと いへば 

台所で 火の 上の フライパンの 

ジャァ とい ふ もの 音く らい、 

『まあ、 大変な 音 をた てるね、 

油が はねて 危な いぢ やない か、 



未来 の 生活の 豊富な 男 の 愛情 

を 想像して こ、 ろ を 〔# 底本 「お」 を 訂正〕 どらす 

『ぃゝ え、 私 は 学校で は 家事と 

おさい 縫 は大嫌 ひで あつたの 

でも それ はいけ ない ことであった わ、』 

さう いって 台所の 調理の 

技術の まず さ を ほこら しげに 

それ は 女中の やうで はなく、 

娘の やうに 我儘で 愛らしかった こと を 

言外に ほのめかして 男に 甘える、 

そしてう ま い 具合に 



ねぎの 柔らか さ 堅さに 就いて 

た、 V そのこと だけで 新婚の しばらく は 

二人 は 泣いたり 笑ったり して 時 をす ごした、 

フライ パ ンに 落した バタ ー は 

いつの 間に か 安い ラ— ド にか はり 

それから 時間が 経つ と 

女 は 肉屋に せびって 

肉の 脂肪 をね だる ほど 

しだ い に 貧乏 生活 的に な つてし まふ、 

あの 時の 二人の 生活 は 楽しかった 

二人の 宿命の 幕が 開かれた 許りであった から、 



いま はどう だ、 ただかん たんに 

言 つ て のけよう、 

『それから 十 年の 月 目が 経った』 と、 

十 年 前 台所で 彼女が うたった 

ジョセ ランの 子守歌 は 夫に 封 じられ た、 

彼女が 巧みであった サン タル チイ ャの歌 

"月 は 高く 

空に てり 

屉 もた え、 

波 もな し 



こよ や 友よ、 船 はまて り 

サン タル チヤ、 

サン タ— ルチ ー ャ" 

『よせ、 愚劣な 歌 を、 風 もた え、 波 もな しか、 

そんな、 穏やかな 現実に 住んで ゐな いんだから 

時代 は 一 九 三 五 年 だ 

無神論者の 台所で 

サン タル チ ー ャ でも あるまい て、 』 

男 は 罵る、 女はピ タリと 歌 を やめて しま ふ、 

風 もた え、 波 もな しの 女の 歌に か はって 

男はシ ェ ー ク スピアの 



リャ 王の セリフ を 

机の 上に 片足 を かけて 大見得 をき つて 叫ぶ、 

II 吹け い、 風よ 汝が頰 を 破れ、 

荒れ 廻れ、 

吹き をれ やい 

なんじ たきつ せ 

汝、 瀧津 瀬よ 龍 巻よ、 

吹け 水 を、 

風見 車を溺 らし、 

尖り 塔の 頂 きを 水浸しに してし まふまで も 

汝、 思想の 如く 疾く 走る 硫黄の 火よ 

かし は つんざく いかづち さきばし いなづま 

※ を 突 裂 雷火の 前駆の 電光よ、 



わが 白 頭 を 焼き 焦せ。 

—— ねいお 母さん 

バルダ ク、 ポリシ H 〔# 「H」 は 小文字〕 ゥ イチ 

て 知って る、 

彼女の 傍に はいまで は 十 歳の 少年が たって ゐる 

母親の 知らない こと 柄 を 

日毎に 新しく もちだして は 母親 を 当惑させる、 

ひ、、 見 v 

矛 レ 

僕お 酒 ちょっぴり のんで みた いんだよ、 

よから う 

—— だ つて ロシアの お伽話に で、 くる 



て 



バルダ ク、 ポリシ H 〔# 「H」 は 小文字〕 ゥ イチ 

七つの 子供なん だが 

のんだくれで 

い つも 酒屋で 寝て るんだ よ、 

すると キヱフ の 王 さまが 

トル コ 王 サルタン を 攻める のに 

バ ルダク を 大将に 頼みに くるんだ よ、 

そして バルダ クは 攻めて い つて 

. あ、、 あ、 その 次 は 判った よ 

敵の サルタンの 七つの 娘と 



天幕の 中で 寝 るんだら う 

さう だよ、 さう だよ、 

そして 僕お 酒 をのんで 

強くな りた いんだよ、 

—— そして 天幕の 中で 寝る か 

rv ヽヽヽ 

ーゾ ノノノ 

母親 は ォロォ 口と して 

父親と 息子の 話の 進行 をき いて ゐる 

—— まあなん て いやらしい 

お伽話が あるんで せう ね、 

性の 世界で は 嫌らしい、 



チチと 鳴いての きばで 

ひとときの 別れ を 

嘴 を 軽く つ つきあって 

男の 雀 は 女の 羽 を 離れて 

男 は 生活の ために とんで ゆく ではない か、 

山寺の 鐘が ゴ ー ン ー ンと 鳴れば 

明け方の 障子紙に 砂の 微粒 をう ちかけ てす ぎた やうな 

サ ー ッと いふ 音が する 

それ は 松の木 を ゆする 〔# 底本 「ゆる」 を 訂正〕 

爽快な 風の 音、 

そして 『離れ 難た き 肌と 肌』 と 



空間の みがた が ひの 

自由の 世界、 哀しい、 あはれ な 充実の 世界、 

サラリ —マンの 勤めの 外出に 

いそいそと 三 指 を 玄関に つく 妻 

亭主の 送り出し ではなく 

亭主の 放逐であった、 —— 〈未完〉 



きの ふ は 嵐け ふ は 晴天 (抒情詩 劇) 



舞台 周囲が 岩石ば かりの 大谿 谷の 底 を 想像させる 所、 

極度に 晴れ渡った 早春の 朝、 遠くから 太鼓のに ぶい 音 

と、 タンパ リンの 低い 音が 断続的に 聞え てく る、 舞台 

ボン ャリ として 何 か 間の ぬけた 感。 

〇 いざり 一 、 (空虚な 舞台へ 這 ひ 出て くる、 舞台の 中央 

でものう く、 哀調 を 帯びて、 間の のびた 声で) 右 や 左 

の 旦那 さま、 (急速に) 世界の果ての、 (真に迫って) 

果ての 果ての、 果てに いたる までの 旦那 さま 方 

〇 いざり 二、 (ものうく、 哀調 を 帯びて) 右 や 左の 奥様 

がた (急速に) 世界の 奥の、 (真に迫って) 奥の、 奥の、 



奥に いたる までの 奥 さま 方、 

〇 いざり 一 、 (天 を 仰いで) この 晴れ渡った 空、 心 も は 

れ ばれす る 日に、 わたしの 足腰が 立たない と は (同情 

を 乞 ふ 調子で) どうぞ 皆様、 御 同情 下さい (来 搗バッ 

タの やうに 頭 を 下げる) 

(青年 合唱隊の 太鼓の 音、 次第に 高く、 きこえ 

てく る) (元気に、 軽快に、 隊を 組んで 行進) 

(婦人 合唱隊 の、 タンパ リンの 音き こえて くる) 

(女達 は 柔和で、 リズミカルな 動作、 女性的に 快活に、 

隊を 組んで 行進) 

〇 合唱 青年、 (力強く) 我々 は 足に まかせて、 都会、 山 



野 あらゆる ところ を (間) 行進す る (急速に) 人生の 

早足 隊だ。 

〇 合唱 婦人、 (優しく) 私達 は、 静かに、 (間) 男 達の 

仕事 を 見守る (急速に) 人生の 監視 隊だ。 

〇 合唱 青年、 (笑 ひの 合唱) ヮ、 ハ、 ハ、 ハ、 (皮肉に) 

婦人 達が 我々 の 監視 隊、 それ は 良い こと だ。 

〇 青年 一 、 (皮肉に) そして (徐ろに 間 を をいて) 主と 

して 縫 ひもの、 つくろ ひもの を、 家庭に あって は、 分 

担して をり ます か (笑) 

〇 青年 二、 それ も 必要 だ、 (高く) 人生の ほころびの 縫 

ひ 手 は、 (確信 的に) 彼女 達 だ。 



〇 青年 一 、 (激しく 皮肉に) 男が 破って、 女が 繕 ふの か。 

〇 合唱 青年、 (急速に 叫ぶ) 我々 は 力の 象徴 だ、 打て、 

打て、 打て、 打て、 太鼓 を (太鼓 乱打) 音響 を もって 

空 を 引き 破れ、 あらゆる もの を、 ほころ ばせ、 冬の 雲 

を 春の 光りが、 (歓喜 を もって) 強く 引裂く やうに。 

〇 合唱 婦人、 (優しく) ダイナ モの やうに、 いつも 元気 

の 良い、 青年 達よ、 (愛撫 的に) よく 磨いた 鎌の やうな、 

聡明な 若者た ちょ。 

〇 婦人 一、 あなたた ち は 女性の 緩慢な 愛に も堪 へて ゐ 

る、 忍耐強い 友 (激情 的に) 打て、 打て (タンパ リン 

乱打) 情緒の 金の 針で、 あなた 達の 心の ほころび を 私 



達が 縫って あげ ませう。 

〇 いざり 一 、 (大声に、 そして ゆっくりと) 右 や 左の 旦 

那 さま、 奥様 方、 御 騒々 しい ことで ござります。 (感動 

的に) 皆 さま 方 はお 親しい、 仲の 良い ことで ございま 

す。 (青年に 向って) 旦那 さまが た。 (急速に) すべて 

を 裂け、 (自問自答 的に うな づきながら) ゥム、 すべて 

を 破れ、 だが お前さん 達 はこれ まで、 (間) 女達の 手に 

余る ほどの、 (間) 大きな、 ほころび をつ くりだした、 

ためしが ありますまい、 口幅った いこと は、 慎んでも 

ら ひませ う、 全世界の 御 婦人の、 名誉の 下に —— 

婦人 四、 (歓喜して) ほんとうに、 いざりさん 貴方の 言 



ふと ほりね、 男らしい 男 は 少ない のよ、 ヒス テリ カル 

に、 女性的に 物 を 破る 男 達が、 また 頗 〔# 「頗」 に 「マ 

マ」 の 注記〕 分 多い の、 

〇 婦人 一、 古い 思想 を 引き さくこと も 遠慮 勝。 

〇 婦人 二、 古い 愛情から、 別れる ことに も、 おっかな 

吃驚。 

〇 婦人 三、 古い 科学 を 叩き こ はすこと も、 臆病で。 

〇 婦人 四、 古い 芸術 を、 追っ払 ふこと も 消極的。 

〇 合唱 婦人、 (高く 笑 を 含んで) まだ、 まだ、 わたした 

ち 女性の 大きな 愛の 手で 男 達 はつぐ の ひ 切れない ほど、 

大きな 破れ をつ くって はくれ ない。 



〇 合唱 男子 (怒り を 帯びて) 男 は、 力の シンボル だ、 

憤怒の、 怒りの 象徴 だ、 (ィ ザリに 向って) 黙れ、 ィザ 

リ、 お前 はさつ きから 其処で 誰 を 待って ゐる のか。 

〇 いざり 一 、 (冷笑的に) あなたがた こそ、 さっきから 

其処で、 何 を 叫んで ゐる のか、 何処から 来て、 何処へ、 

おいでにな るんで す。 

〇 青年 一、 (激しく) 東から 来て、 北へ 行く の だ。 

〇 青年 二、 (更に 激しく) 前進 だ、 行かう、 我々 にと つ 

て 無 目的な 朝な ど は、 た、 V の 一 日 もない の だから、 

〇 青年 三、 (激しく) 我々 は 太鼓 をう ち、 この やうに、 

街 をす ぎ 野 を 走る。 



〇 青年 四、 (激しく) 谷 を わけいり、 海 を わたる、 

〇 合唱 青年、 (高く) 我々 は 集団 的 遊戯、 行動 を、 訓練 

しなければ ならない。 

〇 いざり 一 、 (神妙に) 敬意 を 払 ひませ う、 若い 時代に、 

刃 向 ふ 古い もの は、 犬に 喰 はれます から、 (突 拍子 もな 

い 高い 声) 諸君、 緊急動議 を 提出し ます。 勿論、 御婦 

人 方 も 参加して、 すべての 人々 は 討議に 加 はって 下さ 

い、 (低い、 間 をのば して) 提案と いふの はかう です。 

諸君、 ヮタシ は なぜ 腰が 立た な いんで せう。 

(婦人 合唱隊、 タンパ リン 急 打、 男 達 之に 和す、 賑ゃ 

かに、 朗らかに、 心が 踊る やうな 音) 



(ィ ザリ、 二、 三、 四 登場、 米搗バ ッタの やうに お 低 

頭 をしながら) 

〇 合唱 婦人、 (歌) 

お、、 可哀 いさうな、 

ィザリ サン 

一 里の 路も 遠う ござる、 

途中の 小川で 

ものお も ひ 

お、、 可哀 いさうな 

ィザリ さん 

あなたの 住居 は 



橋の 下 

雨が、 

ポッツ リと 鼻に 

ポッ ッリ と頰に 

ポッツ リと 額に 

雨の しづくが 

三 つ 四つ をち る。 

〇 青年 一 、 (群の 中から 飛び出して 絶叫す る) やめて く 

れ、 新しい 時代 は、 情緒の 性質 を 変へ たの だ、 女達の 

同情心の 対照 は 何ん て いつまでも 変らない の だ、 病人 

か、 子供へ か。 さあ、 センチメンタルな 道徳 をう ちゃ 



ぶって くれ、 ロマンチシズム さ、 行動 だ、 こいつに 首 

つたけ にな るんだ、 恍惚に な るんだ どこまでも 追求す 

るんだ、 どこまでも、 どこまでも、 どこまでも、 どこ 

まで も、 最後のと ころまで。 

〇 合唱い ざり、 (歌) 

御 同情、 ありがたう 

御 軽蔑、 感謝 

打擲、 多謝 

足躕 〔# 「躕」 に 「ママ」 の 注記〕、 結構 

手 かせ、 足 かせ 

お 引づり 廻し、 大歓迎。 



〇 青年 二、 (憤って 群から とび 出し) なんて 此奴 等の 存 

在 は、 空気の 性質 を 悪る くす るんだら う、 (憎々 しさう 

に) 糞 沈着に おちつき 払って、 僅かな 道程 を、 われく 

の 十倍 も 時間 を かけて 通り やが るんだ、 やい 百姓め、 

たが ひに 何 か 親し さう に 話しながら、 (憎々 しく) 世間 

の 秘密 を すべて 知って ゐる やうな 意味 ありげ に 笑 ひ 合 

ふ、 さあい ざり 立て、 立って みろ、 女 共の 加護と 同情 

の 下に、 見事 突立ち あがれ、 さあ 立て、 立て、 青年 達、 

こやつの 剛 〔# 「剛」 に 「ママ」 の 注記〕 慢の腰 をの 

ばして や るんだ (いざりに 襲 ひか、 つて 無理に 立てよ 

うとす る、 婦人 合唱隊 は 青年 達の 行為 を 押しと どめて、 



男女た が ひに 揉み合 ふ) 

〇 合唱い ざり、 (陽気に、 体 を 左右に ふり、 左右の 手 を 

物 乞 ひらし く 動かしながら、 合唱) 仰せのと ほり、 君 

等の 十 里 は、 われらの 千里 さ、 

〇 いざ リー、 お 気の 長いが、 われらが 取 柄、 

〇 いざ リニ、 でも、 みなさん 結局 は！ 

〇 いざり 三、 着くべき ところへ、 着いたら、 何の 文句 

もないで せう。 

〇 合唱い ざり、 さあ、 タヮ リシ チ 

深刻ぶ つた 

夜中の 思想の 幕 を 引き あげろ 



〇 合唱い ざり、 朗らかに、 勇敢に、 人間的に、 大胆に、 

目的に 向って、 さあ 始めよう、 

〇 いざり 一 、 (元気よ く) さあ 頼む よ、 鳴 物 を、 太鼓 を 

〇 いざり 二、 (皮肉に) お 願 ひします よ、 タンパ リン を 

〇 いざ リ三、 いざりの 生 ひ 立ち を 過去の 物語り を、 御 

披露し ませう。 

(いざりの 群 賑やかに 踊り 出す、 膝頭 をコッ /\ と 

音 させながら) 

ラッパの 音 加 はる。 カスタネットの 音 加 はる、 

合唱隊 は 直立して 歌 ふ、 四 人の いざりが 身 振 面白く 跳 

ねながら 踊る。 



〇 合唱 婦人、 こ、 に 四 人の 

いざりの 兄弟が ゐた (タンパ リン) 

〇 合唱 男、 彼等 は 生れつきの 

いざりではなかった らう (太鼓) 

〇 合唱 婦人、 あるとき 四 人が 

仲良く 揃 つ て 山 へ 

獣 をと りに 出かけた 

谷底 を ふとみ をろ すと (タンパ リン) 

(照明、 幻想 的な 青) 

〇 合唱 男、 獲物が みっかつ たか、 (太鼓) 

〇 合唱 婦人、 ゐた、 ゐた、 ゐ たよ、 



大きな 奴が さ 

虎 かと みれば、 さに 非ず 

熊 かと みれば、 さに 非ず、 (タンパ リン) 

〇 合唱 男、 たと へて みれば 

どうい ふ 格好の もの だ、 

〇 合唱 婦人、 それ は 牙が ニュ ー と 斯うい ふ 格好で 突き 

でた、 豚に 似て 非なる もの (タンパ リン) 

〇 合唱 男、 さて は 猪 だな、 (太鼓) 

〇 合唱 婦人、 (歌) (女、 タンパ リン を 叩きながら、 男 

太鼓 もこれ に 和す) 



〇 いざり 一 、 (極端に 道化て) すると さすがに、 猪 奴 は 

自然の 子 だ、 わずかな 土の ふるへ にも、 ピ タリと 耳 を 

ふる はした ね。 

〇 合唱 男子、 ぉゝ猪 大王 どの 

心お しづめ 下さい、 

それなる 岩の 安楽椅子に 

おかけ 下さい。 

〇 合唱 婦人、 岩の 椅子に は 

紫の 花 

紅の ッタ、 カヅラ 

金銀の キノ コを もって 



美々 しく 飾られ、 

口 を：^ ばす と， ，- ろに、 

真清水 あり、 

手 をのば すと ころに 

果実 あり、 

何の 不自由 もない 暮 しな 害、 

〇 合唱 男子、 (勿体ぶって) 然し 畜生の 悲し さに、 鉄の 

玉 だけ は 防ぎ きれぬ、 (高い 声で 大げさな 表情で) 美事 

な 金の 皮、 皮 を 撃って は 値が 下る、 さて 何処 をうた う、 

やれ 頭 をう つて は 値が 下がる、 足 をう つ て も 値が 下が 

る、 耳 をう つて は 倒れまい さて どこ を、 どこ を視 はう 



〇 いざり 一、 そこで わしら は 協議した、 

一 一つの 眼 玉に 四つの 玉 を 撃ち 込まう 

鉄砲う ちの 名人 は 

そんな ことな ど わけがない。 

〇 いざ リニ、 何時か も、 こんな ことがあった、 

高い 木の、 いちばん 上の 枝の 

木の葉 をう ち 落し、 その 葉が 地面まで つかない 間 

- J , 

四 人で 替リ、 替 りうち あてた、 そしたら 木の葉が 

無くなった。 

〇 いざり 三、 (威猛 高な 声) 平素の 腕の冴え をみ せる は 



今と、 猪 大王 目が けて 

〇 いざ リー、 引金 を 引かう としたと き 

〇 いざり 三、 我等の 背後に あたって、 物凄く、 小石 を 

とばし、 石 を 投げ、 

〇 いざり 四、 四 匹の 猪が、 我々 にむ かって、 まっしぐ 

ら、 

〇 合唱 男子、 そこで 腰の 蝶つ が ひ を、 鋭い 牙で 突き あ 

げられ た。 

〇 合唱い ざり、 傷つきながら も おれ 等の 胆っ玉 はす わ 

つて ゐた。 逃げる 猪の 背後から (間) 筒 口 揃へ てぶ つ 

放した。 



〇 合唱 婦人、 (哄笑) そこで 今度 は 猪 奴の 腰の 蝶つ が ひ 

を 撃った とい ふ 寸法で せう (笑) 

〇 合唱い ざり、 いかにも、 いかにも、 

〇 合唱 男子、 そこで 即座に 人間が 四 人、 けだものが 四 

匹、 (間) 都合 八つの いざり、 それ以来 この 世に 現 はれ 

たとい ふわけ か 

〇 合唱い ざり、 まあ、 聞いて 下さい 旦那 さま 方、 奥様 

がた、 それ以来の、 わしら の 生活が (激しく ススリ 泣 

き) どの やうに 惨めで 惨めで あつたか を。 

〇 いざり 一、 猪 獲り の 名人が 山 を 下りても、 こんな 惨 

めな 腰 格好 じ や、 だれも 迎 へて くれない。 



〇 いざり 三、 子供達に は マラソン 競争 を 申込 まれる し 

〇 いざ リニ、 物 乞 ひもし ねえのに、 帽子 を 脱いだら、 

チヤ リンと 金 を 放 りこみ やが るし、 

〇 いざり 四、 大 〔# 「大」 に 「ママ」 の 注記〕 の 野郎 

まで、 (泣きながら) 馬鹿にし くさって、 背 くらべに や 

つ てく る 

〇 いざり 一、 そこでた まら なくなって、 村に 引 こんで 

百姓 だ。 

〇 男子 一、 (激しく) 百姓になる、 そいつ は 思 ひっき だ。 

〇 いざり 二、 (ふてぶて しく) 我々 片輪 者 は、 人間に 見 

放され たんだ (哀れ 深く) だが 自然にし がみつ いて ゐ 



る分ぢ や、 邪魔になる まいと 思 ふの さ、 

〇 男子 二、 そこで 馬に ひっぱられて、 膝頭で 畑の 土 を 

搔 きま はした のか、 

〇 いざり 三、 さう だ、 おれたち は シャベル を 使 ふこと 

は 第一流に なった。 鎌 を うちこむ こと を 熟練した。 

〇 いざり 四、 足腰の 満足な 百姓の やうに、 畑打ちに、 

ひよ いひよ いといち/ \ 腰 を 曲げる 世話 も いらね い、 

〇 いざ リー、 彼等より 短 かい 鍬 を 使って、 彼等より ず 

つと 先の 方まで 鍬が のびたよ、 

〇 男子 二、 (視 きこむ やうに 出て) 自然 は、 きみたち を 

心から 愛した だら うね。 



〇 男子 二、 大地 は 君達 百姓に とって、 偉大な 楣 だから 

ね、 

〇 男子 四、 あらゆる 百姓の 不幸が、 自然の 影に かくれ 

てし まふから。 

〇 男子 一、 (叫ぶ) 百姓に とって 大地 は 隠れ ミノ だ。 

〇 婦人 一、 (叫ぶ) 自然 は 親切す ぎる 悪い 女。 

〇 婦人 四、 (叫ぶ) また 厳めしい 父で も ある、 

〇 婦人 三、 (叫ぶ) 自然の 奴 は 人間の 智識 を 小さく 見よ 

う、 見ようと する ャキ モチ 焼よ、 

〇 婦人 二、 (叫ぶ) あるとき は 自然 は 人間 を 激しく 折檻 

する 



〇 いざり 一 、 (泣き声で) そ、 そ、 その 通りで さ、 わし 

ら 折檻され ましたよ、 嵐で、 雨で、 風で、 雪で、 雹 を 

もって、 

〇 いざ リニ、 (泣き声で) そのく せ 後から 激しく 可愛が 

る ムラ 気な ママ 母の愛の やうで も ありました、 

〇 いざ リ三、 (泣き声で) 一握の 土 を、 手の 上に のつ け 

て ごらん、 おお、 そしたら 百姓の 苦しみが 判ら あ、 な 

んて土 は 重 いんだ 手の 上の こい つの 重さと い つたら、 

まるで 大地の 重さ だ、 

〇 男子 一 、 (絶叫 的に) 悲惨 だ、 百姓の 智恵は 悲惨 だ、 

道徳 は、 悲惨 だ。 



〇 男子 二、 (耳 を そばた て、) ゴ— とい ふ 風 鳴り だ、 

〇 男子 三、 (平然と 落つ いて) 風の 前に は、 かな はない。 

〇 婦人 一、 でもす ばらしい、 百姓の 小さな 知恵が、 大 

地の 大きな 苦しみ を、 大きな 重み を 知って ゐ るんだ か 

ら。 

〇 婦人 二、 それ は 決して 小さな 智恵 とはいへ ないで せ 

、つ。 

〇 男子 一 、 学問の ある もの はどう だ。 

〇 男子 三、 労働に 依ってで はなく、 思 策に よって、 

〇 男子 二、 大地の 秘密 を 知らう とする、 学者 はどう だ。 

〇 男子 四、 学生 は、 大地の 重み を 知って ゐ るか、 



〇 男子 五、 職工 はどう だ、 

〇 男子 六、 会社員 は、 大地の 苦しみ を 知って ゐ るか、 

〇 合唱 男子、 あらゆる 人々 は、 どう だ、 

〇 婦人 二、 百姓 は 大地 を、 第一 頁から 読んで ゆく、 も 

の、 三 頁 も 読まない うちに、 彼等 は 自然 を 理解して し 

まふ 

〇 男子 四、 学者 は、 非常な 速度で 読んで ゐる、 今一 千 

頁 目 だ、 だが 大地の 秘密 はな かく 判らない。 

〇 合唱 婦人、 (強く) 大地の 重圧から 人間 を 救へ、 

〇 合唱い ざり、 (哀れに) 大地の 重圧から はぬけ きれぬ。 

〇 いざり 一 、 (叫び) ぬけ きれぬ、 



〇 いざり 二、 (叫び) ぬけ きれぬ、 

〇 合唱 男子、 (希望に 満ちた 声で) 大地に 勝て 勝て (太 

鼓 乱打) 

〇 婦人、 いざり、 男子 合唱、 人間の 集団の 力 を もって！ 

〇 婦人 一 、 (恐怖の 眼で 空の 一 角 を 指さし) ぉゝ 恐ろし 

い、 恐ろしい、 ごらん、 あの 自然の 一角 を、 

〇 婦人 二、 (恐怖 を もって) 自然が 騒ぎ 出した ごらん、 

ミルク 色の 雲が、 みるく 不機嫌な 灰色に なって しま 

つた。 

〇 男子 二、 (感動 的に) 自然が 美しい 痙攣 を 始めた の だ 

〇 男子 三、 (恐怖の 声) 襲って 来る。 



〇 婦人 一、 徐々 に 

〇 男子 一 、 いや 急速に だ I 

〇 婦人 三、 徐々 に 

〇 男子 一 、 いや 急速に I 

〇 いざ リー、 (身ぶ る ひして) 自然、 狡猾な 奴、 力よ、 

〇 いざり 二、 (恐怖して) お、、 お前 は、 鋼鉄の 鞭 を も 

つて、 おれたちの 処へ、 打ちに やってくる、 (風の 音、 

舞台 急に 暗くなる) 

〇 男子の 声、 風 だ、 逃げろ、 

〇 男子の 声、 岩 蔭に、 



〇 男子の 声、 暴風 襲来 (暴風 来る、 電光 乱れる 男子 婦 

人の 合唱隊 四散、 いざり、 凝 然と 座った まゝ 天の一角 

をみ つめつ、 風に 堪えて ゐる) 落雷！ 

〇 いざり 達、 ゥ ー ム (気絶して、 硬直して 仰向けに 倒 

れる (間) いざり 達 突然 立ち あがり 叫ぶ) 

〇 いざ リニ、 (高く 絶叫して) おれたち は、 立った。 

〇 いざり 四、 おれたち は 自然に 負けない ぞ、 今度 こそ 

は、 貴様 を、 百姓の 鞭で ひっぱたいて やる 

〇 いざ リー、 さあ、 尻 を 出せ、 眼に 見えない 天の 馬め、 

〇 いざり 三、 打ち こめ、 打ち こめ、 打ち こめ、 自然の 

風の 中へ 鞭 を、 打ち こめ、 



〇 いざり 一 、 風の 運行 を 速やかに 

〇 いざ リニ、 すべて はたった 今、 始まった 許り だ、 

〇 いざり 四、 すべて は 新し いんだ、 

〇 いざり 二、 お、、 新しい もの、 新しい ものよ、 来れ 

男子 〔# 「男子」 に 「ママ」 の 注記〕 

〇 婦人 合唱隊、 嵐の 中 を よろめきながら、 四 人の いざ 

りの 傍へ 集団 的に やってくる、 そして 四 人の いざり は 

一 つの 記念碑の やうな 位置に を かれ、 合唱隊 は 高く い 

ざ リの群 を 支へ る。 

〇 合唱 (婦人、 いざり、 男子) ぉゝ、 新しい もの、 新 

しい ものよ 来れ、 奇蹟と 名つ けられる もの を 強く 肯定 



十六 

りん 子 や 男 達 は 酔っ払って 

バ ー の 女給 達の サ ー ビス を 

必要と しない ほど 

隅に をけ な い 余興が とびだした、 

酒場 を 出た、 全く 夜に なって ゐた、 

—— りん 子さん、 今夜 は 貴女 は 何処へ かへ るつ もり 

—— わたし だ つ て 帰る 家 位 あ つてよ、 

I いや、 いや、 これ は 失礼しました。 



十八 

I 誰か このうち で 独身者が 居ない かね 

そこの 室 を 借りよう、 

みんな 四 人 共 独身者 だよ、 

親が、 り や、 間 借人 は 駄目 だよ、 

夜通しし やべ るんだ から 

周囲に 気兼ね をす る や うぢ やね 

誰か、 一軒家 を 借りて る ものが ゐ ない のか 

尾 山 清 之 助、 君のと ころがい ゝ 



尾 山の 家 は 男 住 ひの 寒々 とした 感じであった、 

尾 山 は 隣家に あ づけて をいた 

わが 児の サ クラ 子 を 連れて来た 

サ クラ 子 は 不意の 沢山のお 客に 

眼 をみ は つ て を どろいた、 

間もなく はしゃぎ 出した 

リん子 も 妙に 落着いた 気持に なって 

勇敢に 安 坐 を 組んで よくし やべ つた、 

『動物 詩集』 を 出した 草 刈 真 太 は 

りん 子の K5 を 離れまい/ \ と 



彼女 を 独占的に 愛したい とい ふこと、 

夜が 来た、 計画 を 遂行し なければ —— 

選ばれた 勇者 は 四で ある 

それ を 一 に 帰さなければ ならない 

りん 子に 対する 四 人の 男の 

心の 探 リ合ひ は 一 通り すんで ゐた 

だが、 まだ \,、 \ 勝負 は 決められない 

飛躍と いふ こと も あるから だ 

二十 一 



一 番リん 子 を 愛して ゐ ない 男の 

勝に 帰す ると いふ ， ，- とも あるから 

愛して ゐな いものが 勝つ なんて 

さう いふ こと は 真理に そむく 

真理 を 守る に は 戦 はねば なるまい 

戦ひ尽 して 負けて ゆく こと は 本望 だ 

勇者の 消極性 は 一 番 滑稽 だ 

弱者の 精 一 杯の 積極性が 

時には 勇者に 勝つ ことがある 

女 を 愛する に は 遠慮が いらない 

戦へ、 戦へ、 今宵 一夜の 戦場で ある ぞ 



君 は 一 体 思想 的に は 何 主義 を 奉じて ゐる 詩人なん だ。 

•I 僕 は 何 主義 も 奉じて はゐ ない 

た ヾ 僕 は アナ アキ ズ ム の 自由 は 

真の 自由で はない と 思 ふ 

僕 は 真の 自由と いふ もの は 

精神の 規律 化、 精神の 典型 化 を 生活 上に 

当てはめ たもの だと 思 ふ 

その やうな 思想 を 信じた い 

•I そんな 馬鹿な ことがある もの か 

規律、 典型、 秩序、 道徳、 そんな もの は 必要で ない、 

一 切の もの、 破壊 だ 



それが 自由 さ。 

•I 僕 はあくまで その 種の 自由 を 

自由と は 認めない 

アナ アキ ズ ム は 観念 の 世界 の 自由 だ 

手綱な しで 乗る 馬 さ 

君 等 は 人間の 本能 を 

制御す る 力 もな いんだから 

秩序 ある 自由の 下に 

真の 闘 ひ を 展開させる ことな ど はでき ない 

—いや、 よく 解った よ、 

大西三 津三君 はどう やら 



—— 誰が 彼女に もっとも 接近した ところに 寝る か 

由来 恋 は 地理 的で ある、 

地の利 を 占める ことが 最も 必要 だ 

尾 山 は 年輩者ら しく 

早く も 其の 場の 人々 の 関心事 を 見て とった、 

一 切 を 彼女の 自由意志に まかす こと だ 

彼女が ど y J にどの やうな 塹壕 を つくって 

男 達 を 防ぐ か 

それとも 彼女が 全く 城門 を 開放して しま ふか 

二十 五 



りん 子 だって 好きと も 嫌 ひと も 

まだ 判断が つかな いんだ 

漠然たる 不安の 間に 

時に 怖ろ しく 勇気が 出る こと も あるが 

ぁゝ いふ、 颯爽と した 女と 

つきあつ た 経験が な いんだよ 

—— さう かね、 尾 山 清 之 助 先生の 感想 は 

尾 山 は 答へ ない 

愛児の サ クラ 子 を 寝せ つけながら 

ただく す/ \ と 笑って ゐる 

サ クラ 子 は 次第に 眠気 を 催 ほして 



可愛 い 黒 い 瞼 毛 のまぶ た を 

とぢ たり、 あけたり して 間もなく 寝入って しまった 

二十 八 

ところで 俺 だ、 

俺 は あの 女好き だよ 

彼女 はいつ も濡 〔# 底本の 「漏」 を 訂正〕 れてゐ る 

力 ハウ ソと い つた 情味と 

精悍 さ を 兼ね 備 へて ゐる 

『動物 詩集』 の 作者、 草 刈 真 太 は 



大西三 津三は 不意に 体の 何処かに ショ ック をう け 

痙攣 的に 飛び起きた 

時刻 はわから ない が 真夜中に ちが ひな い 

こ はれた 笛の やうな 寝息 をき いた 

ぐずぐずと 咬く やうな 

鼻の 鳴る 音が きこえた、 

I 誰 だら う、 蓄膿症 奴が、 

彼 は ひとりごと を 言 ひながら 

廊下 伝 ひに 便所に 行った 

彼女の 部屋で は 火鉢の 上で 鉄瓶が 

チン チンと 可 隣な 音 をた て、 ゐた 



なごやかな 平和な 淡 虹色の 

光りが 集注して ゐ たから 

草 刈 は 輝 やいた 顔で 彼女と 喋々 喃々 する。 

三十 五 

りん 子 は 一 同 を 見渡して 

女に は 珍ら しく 威厳の ある 声で 

—— わたし 達の 共同生活 は、 とい ふ 

—— よろしく 組織的で なければ、 ならない わね、 とつ y 

ける 



I いったい、 ハン ペンな どが 人間の 喰 ひ 物 かい、 

いったい ハンペ ンが 人類の 食 ひ 物と して 

歴史に 現 はれ 始めた の はいつ のこと か は 知らない、 

しかし か、 る 変て こな もの を 

平気で 喰 ふ 人間の 神経のに ぶ さが 問題 だよ、 

尾 山 炊事 係り は 憤然と し て 

I それ は 〔# 底本の 「それに」 を 訂正〕 大いに 違 ふ、 

ハ ンぺ ンを 攻撃す る 

君の 神経の 方が どうかして ゐる 

食物と は、 決して 歯 や 舌に 負担 を 

かける やうな 固い もの を 選むべき ではない 



つまり ハンペ ンは 舌より 柔らかい 食物 だ、 

文明 人 ほど 柔らかい もの を 喰 ふ 

みたまへ、 西洋人の 喰べ 物 を 

ジャム、 マ ヨネ— ヅソ ー ス、 ミルク、 

バタ、 チ— ズ、 シュ— クリ ー ム、 

—なんだい、 その 最後の シュ ー クリ— ムと いふの は 

.1 いや、 僕が 大好き だから さ、 

さ う いふ 具合に 文明 人 ほど 

食物に 流動体 を 選む やうになる 

ハ ンぺ ンとは 現段階に 於け る 

固形 食物と して は 最も 柔らか い 方の 存在 だよ、 



愛 は 一 日に して、 古谷 奴に 横取りされ たが 

あす はまた 取り返 してやる 

よろしい、 愛が 剎那 によって 最高 だと すれば、 

まず も つ て 俺の 愛 は 完全であった、 

これから は 女と いふ もの を 

あま リ 深刻に は 考 へまい 

千切れ雲 を 追 ふやうな 寂寥の 心で 

た > 熱心に 追つ かけたら い、 

三十 九 



ぉぢ ちゃんと ガマと どっちが 強い 

II 勿論、 人間の 方が 強い 

ぢゃ、 戦争 をして ごらんよ 

よし 戦って やる、 サ クラ 子ち やん 見て ゐて ごらん 

—— あたい、 ぉぢ ちゃんの 味方になる わね 

—— いや 一 人で たくさんだ 

大西 三津三 はたち まち 洋服の 上着 を 脱いで 

蟇の 前方に ま はって 

強い 視線 を もって 

凝 然と 蟇 を 睨めつ けた。 



r§ 、、1 J 

大西三 津三は 別れる 蟇に 敬意 を 表し 

サ クラ 子の 手 を ひいて 歩る き だした。 

四十 三 

周囲 は 暮れ か、 つてき た 

思 ひがけない さびしい 郊外の 原っぱに 来て ゐた、 

遠くに は 瓦斯 タンクが 黒く そそりた ち 

家々 も 離れ 点在して ゐた 

蟇と 戦って 思 はぬ 時間 を 費した の だ、 



大 西の 片腕 を 枕に させて 

一 枚の レイン コ— トを 二人で かけた 

それで どう やら 夜 冷え は 避けられ さう だ が 

心と 眼と は 益々 冴える ばかり 

—— ねえ、 ぉぢ ちゃん 何 かお 話 をして 頂戴 

—— ぉぢ さん はお 話 を さっぱり 知らな いんだよ 

—— どんなで もい、 から 話して よ 

II 何 か 無い かな、 短 かくても い、 かい 

—— どんなん でもい、 の 

それ ぢゃ 話さう、 昔々 あると ころに 

お爺さんと お婆さん とが をり ました 



I ひとつ サ クラ 子 ちゃんの 純真無垢の 眼 を もって 

どっちのお 星さん が 光って ゐ るか 当て ゝ ごらん 

しかしよ さう、 

かう いふ 幼児に 真実 を 言 はせ ると いふ 

大人の 押しつけ は 憎まれるべき だ 

我々 大人が 真実 を 言 はなければ ならん 

I ぉぢ ちゃん、 何 を ひとりで しゃべって ゐる のよ、 

サ クラ 子 眠くな つたの、 ぉぢ ちゃん 何 か 歌って よ、 

マ マち やん はい つもお やすみの とき 

サ クラ 子に 歌 をうた つて くれたの 

かう やって ね、 布団 をた たいて くれたの 



サ クラ 子ち やん- 

それで はお ぢ 〔# 底本の 「じ」 を 訂正〕 ちゃんが、 

朝鮮のお 友達から 

教 はった ァリ ランの 歌と いふの を 歌って あげよう 

そこで 大西三 津三は 

星 を 仰ぎながら 小声で 歌 ひだした 

「ァリ ラン 

ァリ ラン 

ァラ リヨ 

ァリ ラン 峠を越え て ゆく 

かく も 蒼 空に、 星 は あれ ど 



われらが 胸 は 

斯 くもむな し」 

歌 ひ 終る と 大西は 寝ながら チ H 〔#「H 」 は 小文字〕 ッ 

と 

空に むかって 唾 をとば し 

「斯 くも 蒼 空に 星 は あれ ど 

我等が 胸は斯 くもむな し」 かと 

口の 中で 繰り返した、 

サ クラ 子の 肩 を 手で 軽く たたきながら 

もう 眠ったら うと 顔 を のぞきこ むと 

サ クラ 子 は 冴えた 眼 をして ゐて 



つづけて 歌へ とせが む 

四十 七 

ぢゃ、 もう 一 つ だけ ァリ ランの 歌の つ、 V きを 

歌って あげる から 今度 は 温和し く 眠 るんだ よ 

大西は 眺める ともなく 空 を 視線で 撫で ま はして ゐ ると 

視線 は 空の 一角で 一 つの 星が 地上に むかって 

青白い 光りの 線と 化して 

流れ 墜ち るのと ぶっかった 

眼に 強い 刺戟 をう けた 



いっか は 君 等に も 来る もの を」 

歌 ひ 終った とき 全く 眠りが 彼 を とらへ てし まひ 

どこか 遠くの 方で サ クラ 子の 声 をき いた、 

サ クラ 子 はじつ と大 西の 歌 をき いて ゐ たが 

「ぉぢ ちゃん、 こんど は あたいが 歌 ふ 番だゎ 

ぉぢ ちゃん、 ぉぢ ちゃん、 

I 坊や はよ い 子 だ、 ねんね しな 

坊やの、 お 守 は どこへ 行った 

ぉぢ ちゃん、 ぉぢ ちゃん、 おや、 ねんね してし まつ 

たの 

I あの 山 こえて、 里 行った、 



里の みやげに、 何もら うた」 

サ クラ 子 は 小さな 手で 大 西の 胸 を 

歌 ひながら 夢う つ つで 軽く たたきながら 

サ クラ 子が 育児 係 大西を 寝せ つけた 

やがて 大西は 雷の やうな、 いびき を かき 始め 

つづいて サ クラ 子 も 小鼻 をピ クピク 動かして ゐ たが 

まもなく 一 一人と も 深く 寝入って しまった、 

すると 周囲の 草が、 吹き 過ぎる 風の 

衝撃 をう けて 生き ものの やうに 動き 始めた、 

人々 が こん Y J んと 寝入る ときに 

自然が 怒る 時 を 得た かの やうに、 



面目な ささう にあたり を 見 ま はし、 

それから 二人 は 沈黙が ちに 歩る き だした、 

と つ ぜん 理由の わからぬ 怒りが こみあげ てきた、 

「おれたち は 野宿 をした の だ、 

誰が そんな こと を さした の だ 

母親 をな くして しまった 可哀 さうな サ クラ 子、 

ぐうたら 詩人 尾 山 を 父親に もった 可哀 さうな サ クラ 

子 

最初の 人生 を 野原に 寝て 味 はった 可愛 〔# 〔愛」 に 

「ママ」 の 注記〕 さうな サ クラ 子 

この 子 を これから 誰が 育てる のか、 



それから 育児 係りの 辞表 を 叩きつ けて やる、 

尾 山に 父親の 正統なる 義務 を 果せと 要求して やる」 

四十 九 

尾 山の 共同生活の 家に たどりついた 頃 は 

大西 はすつ かり 元気 を 失って ゐた、 

「あんた 達 は ゆ ふべ 何処へ 泊った のよ」 

リん 子が 六 畳 間から かう 声をかけた 

「野宿 をし たんだ」 

「まあ」 とい ふりん 子の 声に つ、 V いて 



深刻 さ を 顔に 出現しながら 歌 ひ 

サ クラ 子 は 無心な 喜びで 

手足 ものび のびと 可愛らしく 踊りつ- V ける 

大西は そのと き 突然 何 を 思った のか 

かぶって ゐた 帽子 をぬ いで 手に もって 

「諸君」 と 群集に むかって 叫び かけた 

「諸君」 僕 は 母親 をな くした この 子供の 育児 係りで あ 

リ ま ^u/ 

この 子の 父親 は 助平 女流 詩人に 惚れて ゐて 

この 子 を 構 はんので あります 

しかも その 女 はこの 子の 毛布 をう ば ひました 



昼 だとい ふのに 雨戸 をし めき つ て 

部屋の 真中の 瀬戸の 大火 鉢 を 

尾 山と りん 子が 挾んで 坐って ゐる 

尾 山が 火箸 を 一 本 

リん 子が 火箸 を 一 本 

それぞれ 一 本づ ゝ の 火箸 を 手に して 

無言劇の やうに だまりこくって うなだれて 

火鉢の 中の 灰 を それで ひっかき ま はして ゐる 

かたはらの チヤ ブ 台の 上に は 蠟燭の 灯、 

たが ひに 語る こと も 尽きて たゾ 運命の 倦怠、 

尾 山が 灰の 上に 火箸で A と 書けば 



りん 子が 灰の 上に B と 書く 

尾 山が 灰の 上に Z と 書けば 

りん 子が 灰の 上に 〇 を 書いて しくし くと 啜り 泣く 

大西は 雨戸の すきまから じっと それ を視 く、 

五十 四 

大西 はすべ ての カタストロフ 「終局」 が やって きたと 

思った 

あの 女 を 叩き だしてし まふ か、 

サ クラ 子の 毛布 をう ば ひかへ すか、 



そのと き 女流 詩人 吉田 りん 子 は 不意に 立ち上った、 

そして 玄関の 方に 歩きながら 

「大 西さん、 わたし は 恋愛の 自由 は 認める けれどもね、 

女が 母性の 義務 を 負 はなければ ならな い 

そんな 感情 はもち あは さな い の！」 

すると 大西三 津三は 瀬戸の 火鉢 を 

平手で はげしく 叩きながら 

彼女の 背後から 「出て 行け」 と 吐 〔# 「吐」 に 「ママ」 

の 注記〕 鳴りつ けた、 

「すべての 女 は みんな 母親に なれ るんだ、 この 中性 女 

の、 子宮後屈 奴」 



吉田 りん 子 は I さよなら」 と 

静かな 声で いって 出て 行った 

それから 十分 も 経って 辞職した 大西三 津三も 

玄関 口で 見送る サ クラ 子に 

投げ キッス をして 何処と なく 去って 行った、 

五十六 

読者 諸君、 この 詩 はこ ゝで打 切る ことができ るが、 

詩が 終っても ま だ 十 行程 現実が 残って ゐ るから 

しゃべらして くれ 給へ 



なりきれないで ゐる 

ときどき 夜の 都会の 盛り場に 姿 を 現 はし 

十 銭 スタンドの 安ゥ ヰスキ ー で 酔っ払 ひ 

突 〔# 底本の 「空」 を 訂正〕 然、 女給 を とらへ て 

「すべての 女 は みんな 母親に なれ るんだ」 

と 怒号す ると 女給た ち は 何ともい へない 嫌な 顔 をす る 

ふらふらと バ— の 扉 を あけて 戸外に で、 

夜の ネオンサインの 上に 

ちらばり 光る 星 をみ ると 

「託児所 をつ くれ！」 と 絶叫し 

かたはらの 電信柱に もたれ か、 つて ゲ ー とい ふ。 



—— 曙です よ、 

あなたのお 仕事の 性質 は、 

日本に 諷刺 文学が 

とにかく 真実に 起った とい ふこと は 

決定的に 我々 の 勝です、 

彼 はかう 言って 沈黙した、 

ところで 我々 は それから、 

ぺちゃくちゃ しゃべ つた 揚句 は 

II 諷刺 作家 は 

芸術 上の 暗殺者で 

真に 洗練され た 文学的 技術者で なければ ならぬ、 



糠味噌臭 い 小説 は 読む 根気 はも つて ゐて も、 

詩人の 詩の 長さ は 否定す る、 

小説に は 気が 永く、 詩に 対して はセッ カチな 読者、 

この種の 読者 は、 僕の 詩 を この辺で 放り なげて 欲しい 

もの だ、 

僕 は 驢馬の やうに 路草を 喰 ひたいし、 

愚かな こと を、 ながながと 語りたい だけ だ、 

詩の 結論 II 勿論 そんな もの はない、 

結論と は繩 のこと だ、 

僕 は 諸君 をし ばる 繩を つくりたくない、 

僕 は 詩の リズム を考 へない 詩人の やうに も 



そして 詩の つづき を語リ 給へ と 

僕 を ゆり 起して くれる だら う、 

そ - J で 僕 は 慌て 、 飛び起きる 

突拍子もない 高い 声で 話の 続き をし や ベリ だす 

ところで 民衆の 意志 派 達 は 

丘の 上に 立って 農民 達に 向って 

『われらの 農民よ、 

自由の ために 立て —— 』 

と 叫んだ とき、 

燕麦の 刈入れ に忙 がしい 百姓 達 は 

ちょっと 手 を 休めて 演説 者 を 見上げた 



ュ ー モアと いふ もの を 解し ない 奴ば つかりだった 

木の 皮 だって、 この 連中の 書く 

理論 や 小説よりも 気の利いた 味が する 

啓蒙と は つまり 笑 はせ る こと だとい ふ， ，- と を 知ら 

ない、 

真理 を 嗅ぎ出す ト ガリ 鼻が 

たくさん 集まって 始めて 

この 国 も 文化的な 国の 資格が ある 

殿様、 若様、 坊ち やま、 男妾に 類した 

ノッベ リ とした 面 付 をした 文学 

もち ま はった 肌 ざ はりの 悪い 散文 精神、 



また、 在学 中に、 作家 廻りな どの 

悪い 癖 をつ けない がい、、 

『僕 は 就職 は あきらめ たんです 

諷剌 文学 を やら う と 思 ふので す 

よろしく 御 指導 下さい 』 

『それ はよ からう、 ゴ— ゴリの 小説に 

出て 来る やうな 人物が 

われわれの 国に は 少なくない 

人物 はゐ る、 しかし 作品が 出て こない の だ 

君 もまた 人物と して は、 諷剌的 存在 だ、 

しかし 君 は 自分の 圆性を UH 倒す る やうな 



真理の 上手な 語り手に なれる かね、 

もし 成リ そこねたら、 

他人が 君 を カル カチュ ァ のしつ 放しで 

君 は 滑稽な 人物と して 一 生 を 終る ことになる、 

だから 諷剌 作家に なるなら 

諷刺 負け をし ないやう に 

大いに 諷刺で 他人に 攻勢に 出 るんだ ね、 

それが なかなか 難し いんだよ、 

学生よ、 

まあ 力 ユイと ころに 手が 届かない とい つ て 

さう 、， 'らいら するな 



お前、 諷刺 家 を 望む 青年の 

骨格 上の 惨 忍 性に 光栄 あれ —— -、 

ネバ 河の 葦の 生へ た 辺り を 

うろうろして ゐた 一 人の 男が ゐた 

彼 は そこに 立 つて ぶるぶる つと 身ぶ る ひし 

古モ— ニン グを 着た 狼の 恰好で 

汚れた 毛の ぬけた 外套の 襟 を搔き 合せた もの だ 

奴 は 狼の 良い 習性 を 

全く 身に つけた やうな 精桿な 男であった 

ステッキ をコッ コッと つ いて 黙想しながら 



口 シャの 将来に ついて 考 へながら 

河岸 を 歩る いて ゐる 間に 

ステッキの 音に よって 地の 中に 

ガラン 洞な 一 個所の ある こと を 発見した 

II おや、 これ は 美しい 俺の 運命が ひらかれる 時が 来 

た 

こいつの 穴に 生命 を 投げ こむ の は 

俺の 習性に ピッ タリして ゐるぞ 、 

彼 は そこで 河岸の 一 枚の 石 を はねのけた 

亡 こに は.^ 処 かに 通ず る 

暗い 横穴が あった 



お前と 私と は 導線で つながって ゐ るから 

そ 7 J で 急設の 電話で 連絡 を 致し ませう、 

かう いひながら 彼 は 自分の 鉄の 心臓 を 

会議室の 真下に をいて から 

そろり そろり と 後退した。 

僕の 処に 訪ねて きて 〔# 「て」 に 「ママ」 の 注記〕 学 

生 君よ、 

この辺 リで話 を 打 切らう か —— -、 

それともく すぐった い 許りで 

笑 はせ てし ま はない のが 罪 だとい ふなら 



X 

三つの 呪文 を 忘れぬ やうに 

未来の 諷刺 作家よ、 

クレムリンの 住人 共が、 

万 一 の 場合 逃げ路の ために 

造って をいた 横穴 を 

逆に ネバ 河から 入り こむ 

型 変り の 戦術家が 

殖える ほど 人生 は 明朗 だ、 

僕 はこない だ セルロイド 工場の 火事 を 見た が、 

ポ ン ポ ン と 夜空 に 打ち あがる 



X 

さあ、 三つの 呪文 を唱 へて 

学生 君よ、 

日本の 霧隠才 蔵で ある 僕の 弟子入り をし 給へ、 

まだ 話の 残りが 気になる のかね、 

もっとも だ、 

丁度、 その 時、 美しく 着飾った 

金の 冠 を かぶった 雄鶏 は 雌鶏 を 従へ て、 

会議の 席に のぞんだ が、 

扉の 処で 驚ろ いて 蹴つ まづ いて 

会議室の 中へ ではなく 



外へ 転げた ため、 

火 の 絨氈は か ぶらずに 救 か つ た 、 

その 頃、 ネバ 河の 葦の 中の 

小鳥が チヱ 〔# 「ヱ」 は 小文字〕 ッと 鳴いた。 



• 表記に ついて 

本文 中の※ は、 底本で は 次の ような 漢字 (g 外字) が 

使われて いる。 



※ (かしわ) 懈 
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